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01 概要
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eセールスマネージャーのデータ連携
eセールスマネージャーのデータ連携は、画面からのデータ連携とバッチ連携モジュールを
使用したデータ連携の2パターンがございます。
今回はバッチ連携モジュールを使用したデータ連携を想定しております。

画面上のインポート／エクスポート機能を使用したデータ取込（以下画面はインポート）

バッチ連携モジュールを使用したデータ連携

ユーザ様に画面からデータ連携を行っていただきます。
こちらの方法は、都度、ユーザ様に手動実行いただく必要があります。

バッチファイルを実行することで定期的にデータ連携を行います。
こちらはWindows Serverのタスクスケジューラなどで定期実行いただく事を想定しており、一定間隔でデータ連携が可能となります。

貴社システム

ダウンロード

ディレクトリ

アップロード

ディレクトリ

バッチ連携用

クライアントアプリ

設定された間隔で自動的にeセールスマネー
ジャーからCSVファイルをエクスポートし、
ダウンロードディレクトリに保存します。

設定された間隔で自動的にアップロード
ディレクトリのCSVファイルをeセールス
マネージャーに送信し、インポートします。

外部情報
市場情報
社内情報

貴社システムからアップロードディレクトリへのCSVファ
イルのエクスポートや、ダウンロードディレクトリから貴
社システムへのCSVファイルのインポートは貴社システム
側で行います。
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バッチ連携モジュール概要図

解凍したバッチ連携モジュール群一式

貴社システム

インポート条件
(条件名：importKey)

１．管理者ログインを行いバッチ連携モジュールの条件設定を行います。

３．ダウンロードしたバッチ連携モジュールを解凍します。

バッチ連携モジュール群一式

(filedispatch.zip)

インポート条件フォルダ(importKey)

実行ファイル

(import.bat)

エクスポート条件フォルダ(exportKey)

実行ファイル
(export.bat)

取込データ

格納用フォルダ
(import_files)

実行結果

出力先フォルダ
(export_files)

実行結果

出力先フォルダ

(import_logs)

エクスポート条件
(条件名：exportKey)

４．タスクスケジューラ等でバッチ連携の実行時間を設定します。

importKeyの条件設定した
インポート処理

exportKeyの条件設定した
インポート処理

import.batを実行すると、「import_files」内の
CSVファイルをインポートする命令を送信します。
インポート処理が完了すると「import_logs」へ
インポート結果ファイルを配置します。

export.batを実行すると、条件設定した
エクスポート処理を実行する命令を送信します。
エクスポート処理が完了すると「export_files」へ
CSVファイルを出力します。

ユーザ様のhomeフォルダ

エクスポート処理レポート

(FileDownloadLogging.log)

インポート処理レポート

(FileUploadLogging.log)
バッチ連携モジュールとeセールスマネージャー間の処理結果レポートを
自動保存します。

ダウンロード

２．管理者でバッチ連携モジュールをダウンロードします。

バッチ連携モジュールを定期実行いただく場合、時刻設定は貴社システム内の
スケジューリング機能をご利用いただきます。
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バッチ連携モジュールの実現可否

• 実現可
1. CSV形式ファイルを用いたインポート/エクスポート処理

※ 連携先がクラウド環境の場合、HTTP(S)通信によるファイル転送が可能

2. インポート/エクスポート処理結果のメール通知

3. タスクスケジューラを使用したインポート/エクスポート処理の実行時間設定

4. エクスポート処理の抽出条件および項目の設定

※ 各シートの検索画面で検索可能な条件に限り

5. インポート処理のマッチングキー項目による新規登録/更新の判定制御

• 実現不可
1. インポート/エクスポート処理中のシステム停止

2. 日付フォーマットや、文字/数値型の指定桁での切り捨てなどの変換・加工処理

3. 改行付きデータのインポート/エクスポート処理

4. 顧客情報と案件情報や、案件情報と活動情報などの親子関係を更新するインポート処理

5. 物理削除や空データへの更新のインポート処理

※ 入力データが空白の場合はスキップ(何もしない)となります。

6. インポート機能で設定できないマッチング条件のインポート処理

7. 各シートの検索画面で設定できない検索条件のエクスポート処理

8. 対象シート以外の項目を出力するエクスポート処理
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バッチ連携モジュールの注意事項

• インポート
1. シート毎での処理となります。シートを跨ったインポートは対応しておりません。
2. マッチングキーを指定する必要があります。
3. 対象となるシートは、システム管理者で実行可能なシートのみとなります。
4. セレクト型・チェックボックス型の値は、事前に選択肢の設定を行っていただく必要があります。
5. CSVファイルの上限サイズはZIP圧縮50MB以下です。
6. マッチングの関係で対象シートの親となるシートの項目が必要な場合がございます。

※ 例えば、案件の場合、顧客の顧客名とマッチングキー項目が必要となります。

7. マッチングの関係で対象シートの親となるシートの項目が必要な場合、項目名にシート名を指定す
る必要がございます。
※ 例えば、案件の案件名の場合「案件名（案件）」となります。
※ インポート前にCSV雛形ファイルをダウンロードし、インポートに必要な項目名をご確認ください。

• エクスポート
1. シート毎での実行になります。シートを跨った出力は対応しておりません。
2. 対象となるシートは、システム管理者で実行可能なシートのみとなります。
3. 各シートの項目設定で「検索不可」としている項目は出力対象から外れます。

※ シートメンテナンス画面で検索欄を「使用可」にする事で出力対象となります。

4. パッケージ機能の関係で対象にしていない項目が出力される場合がございます。
※ 例えば、案件の場合、顧客名と案件名が冒頭に出力されます。
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02 バッチ連携設定
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バッチ連携モジュール設定①
管理者でログインし、システムの設定から外部システムとの連携を選択し、
サブメニューのバッチ連携をクリックします。

バッチ連携の認証パスワード

実行後のメール通知先です
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バッチ連携モジュール設定②
システムの設定からURLの設定を選択し、バッチ連携-ファイルアップロードURLと
バッチ連携-ファイルダウンロードURLを設定します。
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バッチ連携モジュール設定③

項目名 説明

バッチ連携使用可否 バッチ連携機能を使用する場合はチェックをつけて下さい。

アクセス許可IP 指定したIPアドレス以外からのアクセスを制限します。クライアントモジュールを使用する端末の
IPアドレスを入力して下さい。指定しない場合はIPアドレスの制限が行われません。

バッチ連携認証方式 クライアントモジュールを使用する際の認証に使用するパスワードを選択します。
Active Directoryとの連携を行っている場合は、「各ユーザのログインパスワードを使用する」は
使用できません。

認証パスワード バッチ連携認証方式を「管理者で設定した固定のパスワードを使用する」とした際に
使用されるパスワードを入力します。

復号キー クライアントモジュールとサーバー間で送受信されるファイルの暗号化・復号化に使用するキーを
入力します。

通知メールアドレス バッチ連携機能の処理完了やエラーを通知するメールの送信先メールアドレスを入力します。

ファイルアップロードURL ご利用のeセールスマネージャーRemixのURLの末尾を「esales-fud」としたURLを
入力して下さい。

ファイルダウンロードURL ご利用のeセールスマネージャーRemixのURLの末尾を「esales-fdd」としたURLを
入力して下さい。
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インポート条件設定①

インポート条件は、インポートメニューと
同じ内容のものが選択可能です

インポートを行うシートの選択を行います。
例えば：顧客情報をバッチ連携する場合は、顧客条件登録をクリックします。
※顧客に顧客情報を登録している場合
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インポート条件設定②

「インポートキー」には、一意となる名称を入力します
※後ほどバッチ連携モジュールのフォルダ名となります

インポートを行う際に使用する、マッチングキーの選択を行います
※標準で用意されている以外のマッチングキー候補は「文字型」のみとなります

マッチングキーに該当したレコードを上書きするか
スキップするかを判断します

マッチングキーに該当しないレコードを新規登録するか
スキップするかを判断します

紐付型項目を紐づけするためのマッチングキーの選択を行います
※標準で用意されている以外のマッチングキー候補は「文字型」のみとなります
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エクスポート条件設定①
エクスポートを行うシートの選択を行います。
例えば：案件情報をエクスポートを行う場合は、案件条件登録をクリックします。
※案件に案件情報を登録している場合
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エクスポート条件設定②

「エクスポートキー」には、一意となる名称を入力します
※後ほどバッチ連携モジュールのフォルダ名となります

顧客情報も出力する際に抽出を行うのかの
選択を行います

活動の抽出結果を表示する際に商品ごとに
活動を抽出するのか選択を行います

案件に報告された、
活動を出力するのかの
選択をします

案件検索のお気に入り条件設定した
条件が選択できます
※「エクスポート条件設定④」参照

抽出項目の選択を行います
※「エクスポート条件設定③」参照
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エクスポート条件設定③
エクスポートを行うシートの項目選択を行います。
こちらで設定した、表示項目がエクスポートデータで出力される項目となります。

項目一覧より
出力したい項目を選択します
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エクスポート条件設定④
管理者検索画面にて、お気に入り条件を設定している場合、
その設定を利用することができます。

管理者の検索画面にて設定した
お気入り条件を選択することも
可能です



18© 2020 SOFTBRAIN Co.,Ltd.

バッチ連携モジュールのダウンロード①
「バッチ連携モジュールダウンロード」をクリックします。
ファイルのダウンロードを行い、ファイルの解凍を行います。

動作しなくなるため、スペースが含まれる
フォルダ名では保存しないでください

バッチ連携モジュールがローカルフォルダへダウンロードされます
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バッチ連携モジュールのダウンロード②
バッチ連携モジュールをダウンロードし、zipファイルを展開すると、以下のような
フォルダ構成のファイルができあがります。

各フォルダ構成の説明は、
次ページを参照ください



20© 2020 SOFTBRAIN Co.,Ltd.

バッチ連携モジュールのダウンロード③
管理者で設定したインポート、エクスポート条件設定ごとにフォルダが作成されます。
※フォルダ名はインポートキー、エクスポートキーの名称となります。

インポート条件設定を
行った場合に作成されます

filedispatch

lib

conf

temp

import

export

import.bat

import_log.bat

import.sh

import_log.sh

import_files

import_logs

[インポートキー]

：インポート実行バッチファイル(WindowsServer用)

：インポート結果取得バッチファイル(WindowsServer用)

：インポート結果取得バッチファイル(Linux用)

：インポート実行バッチファイル(Linux用)

：インポートCSVファイル格納用フォルダ

：インポート結果格納先フォルダ

export.bat

export.sh

import.sh

[エクスポートキー]

：エクスポート実行バッチファイル(WindowsServer用)

：エクスポート実行バッチファイル(Linux用)

：エクスポート結果格納先フォルダ

エクスポート条件設定を
行った場合に作成されます
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03 バッチ連携モジュール実行
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インポート①

Import→「インポートキー名」→import_filesにインポート対象のCSVファイルを格納します。

1ファイルあたりのサイズ上限はzip圧縮50MBとなります

Import→「インポートキー名」→import_batファイルを実行します。
※実行方法は、手動でダブルクリックないしはタスクスケジューラ設定で行います。

batファイル実行可能な環境はimport.batから
linuxディストリビューションなどのbatファイル実行不可な環境はimport.shを実行します

インポート条件で設定した、「インポートキー名」が
フォルダ名になります

実行後、import_filesに格納されているCSVファイルがインポートされ、実行結果ファイルがimport_logs
に格納されます。※インポート終了後、import_filesフォルダに格納したCSVファイルは自動削除されます。

実行年月日時分秒のフォルダが作成されます

実行結果ファイルが作成されます
※「インポート②」参照
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インポート②

No. 内容 ファイル末尾の文字列

1 CSVレコード CsvRecord

2 エラーレコード ErrorRecord

3 更新レコード UpdateRecord

4 項目行エラー ItemLineError

5 削除レコード DeleteRecord

6 登録レコード CreateRecord

7 未更新レコード（カスタマーシートが存在しない） NonUpdateRecord_NoCs

8 未更新レコード（コミュニケーションシートが存在しない） NonUpdateRecord_NoCms

9 未更新レコード（ビジネスシートが存在しない） NonUpdateRecord_NoBs

10 未更新レコード（所属カテゴリが存在しない NonUpdateRecord_NoCategory

11 未更新レコード（商品がビジネスシート商品として指定されていない） NonUpdateRecord_NoProductOnBs

12 未更新レコード（商品が存在しない） NonUpdateRecord_NoProduct

13 未更新レコード(上書きしない) NonUpdateRecord_NoUpdate

14 未更新レコード（同じ月の商品または合計値で同時指定ができない組み合わせが存在します） NonUpdateRecord_IllegalRevDetailProduct

15 未更新レコード(複数件一致) NonUpdateRecord_MultiHit

16 未更新レコード数(最新ではないレコードが一致) NonUpdateRecord_MatchOldPS

17 未処理レコード(カスタマーシート複数件一致) UnprocessRecord_CsMultiHit

18 未処理レコード(コミュニケーションシートシート複数件一致) UnprocessRecord_CmsMultiHit

19 未処理レコード(ビジネスシート複数件一致) UnprocessRecord_BsMultiHit

20 未処理レコード(マッチングキー空白) UnprocessRecord_MatchNull

21 未処理レコード(商品複数件一致) UnprocessRecord_ProductMultiHit

22 未登録レコード(新規登録しない) UnregisterRecord_NoInsert

インポートの結果ファイルは、実行結果により以下ファイルが出力されます。
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インポート③

No. 種別 内容

1 CSVレコード数 総処理レコード数

2 登録レコード数 新規登録されたレコード数

3 内コピーとしての登録 重複したデータがあったが、同じシートが作成された件数

4 更新レコード数 既存CSで更新されたレコード数重複時「上書き」の場合）

5 エラーレコード数 インポート/更新されなかったレコード数

6 未処理レコード数(マッチングキー空白） マッチングキーが空白の為インポート/更新されなかったレコード数

7 未更新レコード数(複数件一致） 複数同一データが存在した為、更新されなかったレコード数

8 未更新レコード数(最新ではないレコードが一致) マッチングの結果、最新ではないデータのため、インポートされなかった件数

9 未更新レコード数(重複時「上書きしない」設定により) 一致したデータがあったが、設定により更新しなかったレコード数

バッチ連携モジュール設定①(P.9)で通知メールアドレスの設定を行った場合、
インポート実施後にメール通知が送信されます。
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インポート④
複数のCSVファイルをインポート対象とし、そのうち一部のファイルでインポート失敗（※）と
なったものがあった場合、他のファイルのインポート処理は継続します。
インポートに失敗したファイルに関しては、処理終了後もimport_filesフォルダ内から
削除されずに残ります。
（※）・・・ヘッダー行の不備などにより、そのファイルを処理できない場合

インポートの失敗に関するログはメール通知とコンソール上で出力します。

処理が完了した際、import_logsフォルダ内にインポート処理結果ファイルに加えて、
下記のファイルを出力します。

No. ファイル名 内容

1 importedFiles.log インポートに成功したファイル名の一覧

2 errorFiles.log インポートに失敗したファイル名の一覧

3 result.log メール通知で送信される内容と同内容
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エクスポート
export→「エクスポートキー名」→export_batファイルを実行します。
※実行方法は、手動でダブルクリックないしはタスクスケジューラ設定で行います。

実行後、export_filesにエクスポートしたCSVファイルが格納されます。

batファイル実行可能な環境はexport.batから
Linuxディストリビューションなどのbatファイル実行不可な環境はexport.shを実行します

エクスポート条件で設定した、「エクスポートキー名」が
フォルダ名になります

バッチ連携モジュール設定①(P.9)で通知メールアドレスの設定を行った場合、
エクスポート実施後にメール通知が送信されます。
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タスクスケジューラ設定(Windows Server)
スタート→タスクスケジューラ→タスクスケジューラライブラリ→タスクの作成を行います。
全般→トリガー→操作順で設定します。(※画像は一例です)

トリガータブにて「新規」を
クリックします

操作タブにて「新規」をクリックします
ダウンロードしたバッチ連携モジュール内に
あるバッチファイルの保管先を指定します
(※インポートを行いたい場合はimport.bat
を指定します)
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04 その他設定
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設定概要

filedispatch

lib

conf

temp

import

export

resource.properties

fileuploadlog.properties

filedownloadlog.properties

：クライアントモジュール設定ファイル

：アップロード処理の通信結果出力設定ファイル

：ダウンロード処理の通信結果出力設定ファイル

以下設定が可能です
・プロキシサーバ設定
・バッチ連携モジュール終了ステータス設定
・バッチ連携モジュール警告ステータス設定

以下設定が可能です
・通信結果出力設定ファイル設定
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プロキシサーバ設定
プロキシサーバ設定されている貴社環境からクラウド環境のeセールスマネージャーへ
接続する場合など、プロキシサーバ設定が必要な場合はresource.propertiesのプロキシホストと
ポート番号の設定が必要となります。
※eセールスマネージャーのブラウザからは設定できません。

resource.properites

インターネットオプション
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バッチ連携モジュール終了ステータス設定
バッチ連携モジュールの終了ステータスを変更する場合、resource.propertiesの
ステータス設定が必要となります。※eセールスマネージャーのブラウザからは設定できません。

正常：import.success.status(デフォルト値：0)
異常：import.err.status (デフォルト値：1)
警告：import.warning.status (デフォルト値：2)

resource.properites

※import.err.statusを変更した場合、「import.bat」「import.sh」の変更が必要となります。
import.bat import.sh

例)
import.err.statusを「9」に変更した場合、
赤枠部分を「9」に変更する
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バッチ連携モジュール警告ステータス設定

resource.properites

バッチ連携モジュールの警告ステータスを変更する場合、resource.propertiesのステータス設定
が必要となります。※eセールスマネージャーのブラウザからは設定できません。

trueにすることで警告の対象にすることができます

No. 警告対象ステ―タス 意味

1 file_upload.warning.error エラーレコード

2 file_upload.warning.illegal_rev_detail_product 未更新レコード（同じ月の商品または合計値で同時指定できない組合せが存在します）

3 file_upload.warning.key_is_null 未処理レコード（マッチングキー空白）

4 file_upload.warning.match_old_record 未更新レコード数（最新ではないレコードが一致）

5 file_upload.warning.multiple_hit 未更新レコード数（複数件一致）

6 file_upload.warning.no_bs 未更新レコード（ビジネスシートが存在しない）

7 file_upload.warning.no_category 未更新レコード（所属カテゴリが存在しない）

8 file_upload.warning.no_cms 未更新レコード（コミュニケーションシートが存在しない）

9 file_upload.warning.no_cs 未更新レコード（カスタマーシートが存在しない）

10 file_upload.warning.no_insert 未更新レコード（新規登録しない）

11 file_upload.warning.no_product 未更新レコード（商品が存在しない）

12 file_upload.warning.no_product_on_bs 未更新レコード（商品がビジネスシート商品として指定されてしない）

13 file_upload.warning.no_update 未更新レコード（上書きしない）
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通信結果出力設定ファイル設定
インポートないしはエクスポートを実施した際のバッチ連携モジュールとeセールスマネージャー
の通信結果を出力するロケーションを変更する場合、以下ファイルを変更する必要があります。

filedownloadlog.properties

fileduploadlog.properties

※参考：通信結果出力ファイルイメージ

「%h」「%u」「%g」はプログラム上の
特殊フィールドとなります

%h：user.homeのシステムプロパティの値
%u：重複を解決する一意の番号
%g：ログのローテーションを識別する生成番号
※java.util.loggingのFileHandlerに準拠
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05 設定変更後のバッチ連携モジュール反映作業
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バッチ連携モジュール設定変更
バッチ連携モジュールダウンロード後、eセールスマネージャーのバッチ連携モジュール設定を
変更した場合はresource.propertiesに対しても変更が必要な場合があります。

resource.properites

複合キー ：fileupload.file_secret_password
認証パスワード：fileupload.auth_password

ファイルアップロードURL：fileupload.url

ファイルダウンロードURL：filedownload.url
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インポートキー／エクスポートキー追加

追加したインポートキー／エクスポートキーの右側にあるダウンロードで
バッチファイルをダウンロードします

filedispatch

lib

conf

temp

import

export

追加したインポートキー／エクスポートキーのバッチファイルフォルダを
importないしはexportフォルダに格納します

バッチ連携モジュールダウンロード後、eセールスマネージャーのインポートキー／エクスポートキー
を追加した場合は、バッチ連携モジュール内のimportないしはexportフォルダへバッチファイルを
追加する必要があります。
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活用支援サイトのご紹介
eセールスマネージャーの操作説明/動画、活用事例等、業務に有効な情報集めて
おります。是非、チェックしてください！

https://www.e-sales-success.jp/guide/remix/web/index.html

で検索下さい！
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